

























































継続群 転職群 離職群 その他
M 17 10 8 11
F 9 6 8 3
























福祉作業所 通所施設 入所施設 家庭 職業訓練所 継続 転職
作業所 通所施設 入所施設 職業訓練所 家庭 治摩入院 死亡
49 6 6 2 1 2 1
50 10 8 1 1 2 4 ① 1 1①
51 7 7 1 1 2 1 1 1
52 14 12 1 1 3 6 2　① ① 1
53 10 7 1 2 2 2 2　① ② 1
54 10 4 1 3 2 1 1 3 ③ ②
55 10 9 1 3 2 ① 1 3
56 9 8 1 3 2 3 1
57 9 8 1 1 1 1① 2 2 1
58 10 6 3 1 1 2 1③ 1 1 ①
59 10 6 3 1 1 1 ② 3 1 ① 1
60 10 5 1 1 3 1 1　① 1① ② 1 1 1
61 9 7 1 1 2 1 2　① ① 1 1
62 9 6 2 1 5 1 ② ①
63 11 7 1 3 4 2　① 1　③
1 10 6 4 6 4
2 10 6 2 1 1 4 1 ② ① 2



















































































項　　目 変化した 無変化 無反応
転職群 10（62．5） 5（31．3） 1（6．3）



























項　目 満足 不満足 どちらでもない 無反応
転職群 9（56．3） 0 6（37．5） 1（6．3）


























































項　目 有 無 無反応
継続群 4（15．4） 19（73．1） 3（1L5）
転職群 7（43．8） 9（56．3） 0
離職群 9（56．3） 5（31．3） 2（12．5）
Table　6　親しい友人の有無
継続群 転職群 離職群
同性・異性とも多くいる 2（7．7） 1（6．3） 3（18．8）
同性・異性とも少しはいる 5（19．2） 2（12．5） 4（25．0）



























































項　　　　目 継続群 転職群 離職群
テレビを見る 20（80．0） 12（80．0） 13（92．9）
音楽をきく 15（60．0） 9（60．0） 10（71。4）
歌を唄う（含カラオケ） 8（32．0） 5（33．3） 7（50．0）
友人と交際する 2（8．0） 2（13．3） 4（28．6）
ゲームをする 2（8．0） 4（26．7） 2（14．3）
スポーツをする 1（4．0） 3（20．0） 2（14．3）
料理をする 2（8．0） 1（6．7） 1（7．1）
編物をする 0 0 1（7．1）
その他 3（12．0） 5（33．3） 3（21．4）
Table　8　余暇や休日の過ごし方
寸　　　　　目 継続群 転職群 離職群
好きなことをする 15（60，0） 14（87．5） 9（64．3）
外出する 14（56，0） 11（68．8） 3（21．4）
ただ漠然と家で過ごす 4（16．0） 3（18．8） 3（21．4）
職場の友人と会う 2（8．0） 2（12．5） 4（28．6）
学友と会う 4（16，0） 2（12．5） 2（14．3）
習い事をする 0 0 0
その他 4（16．0） 5（31．2） 2（14．3）
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言えば，離職群には「職場（作業所や通所施設）の友人と会う」というのが目立っている
ように思われる。
　「好きなこと」の内訳はTVを見る，音楽を聴く，歌を唄う，トランプをする，週刊誌
を見る等娯楽的なものが大半であるが，字を書く，本を読む，編物をする，ワープロをす
るなど努力を要するものが2割弱見られる。
　「外出する」の内訳は家族と一緒に出かけるというものと目的をもって一人で出かける
ものとに分けられる。後者が8割弱である。さらに後者の場合，研修会，ボランティア，
ソフトボールの練習等集団参加に向けて出かけるものがユ5％程度含まれている。
4．まとめ
　以上，精神遅滞者の職場適応の状況の一端を考察したが，まず学校も職場も施設も生活
と真正面から取り組むところであるという認識が必要であると思う。そのようなとらえ方
をした時，各個人のもつ能力や性格や特性も含めた人間形成を自ら築いていく場となるの
ではないだろうか。このような取り組みの中で，精神遅滞者も豊かな経験を得，生活の知
恵を広げることができるのだと思う。それは能力中心主義の直接的な課題解決を中心にお
いた学校や職場や施設から生れてくるものではない。そこでは就労できる人は優秀で，就
労できない人は敗北者であるということではなく，各自が自分の力で生き，暮しを享受し
ようとすることに価値を置こうとするのである。このような取り組みに近づこうとしなけ
れば，真の意味で企業も障害者は雇用できないし，雇用したとしても障害者の定着は長続
きしないし，障害者への理解も深まらないと思うのである。このような取り組みをする企
業にこそ政府ははじめて思い切った援助をすべきだと思う。
　第二に精神遅滞者にも就職は必要である。が，なぜ就職するのかをはっきりと認識すべ
きだと思う。その子の持ち味を活かせる職場を得て，労働を通して社会に貢献することは，
それ自体生きがいであることは間違いない。しかし，これではちょっとした不況の嵐でも
吹けば精神遅滞者の就労は真っ先に飛んでしまうだろう。教師も親も企業主も精神遅滞者
を就労させることを自己目的化していないだろうか。
　企業は仕事の場であるが，その場はそこで勤労する人々にとっては自己実現の場でもあ
るということを忘れてはならない。つまり，労働はもっと人間的な価値のあるものと理解
されなければならない。労働の結果だけでなく，プロセスの中でも本人が確かに理解して
いる手応えがなければならない。新しいことを学ぶ喜び，ものを造る喜び，力を合わせて
ものを完成する喜び，そして自己の存在が社会の人々に喜びを創造しているということの
自覚が勤労の場で生れ育っていくものである。我々は子どもが社会に出るに当たって，職
場に技術的に適応すること，戦力になることだけを育ててきたように思う。
　生を維持するためには，お米が必要であり，お金が必要である。我々はこの必要なもの
を得るために働き，働いてお米を買うのだという基本をおさえて指導していただろうか。
いや，就労することは会社に行くことであり，会社に行くことは立派な社会人ということ
である。このような簡単な図式になっていたように思う。これでは生きる強さは生れない
し，厳しい社会を乗り越えることも出来ないし，ましてや個人の尊厳の確立にも至らない
と思う。
　精神遅滞者にも労働は必要なものである。が，就労することは見ばえがよい，就労する
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ことは役に立つ人間であるということになり，就労することは経済的自立ができたという
ことであるという考え方だけですすめるものではない。労働はその過程の中で興味を拡大
させ技術を習得し，やがては自律：心や自尊心といった内面的な価値観をも形成していくも
のであるという理解が大切である。
　このような視点からの精神遅滞者の理解を願い啓蒙したいものである。
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